
研究チーム OJT の検討会 

 

 

 

○ 教育目標の具現化を図るため，専門職としての自覚

と見識を深め，豊かな人間性と指導力を身に付ける

ことを目指して OJT を進める。 

○ 研究チーム OJT を中心に，校内研究・研修を実践し， 

学び合いの意識を高める。 

○ 校内のニーズを共有した研修内容を設定し，意欲の 

向上を図る。 

 

 

 

 

○ 全体のファシリテーターは研究主任。教育目標の具現化や校内研究テーマを意識し，

年間計画作成やチーム編成，情報提供や声掛けを行う。 

○ 領域でファシリテーターを分担し，協力して OJT を実施する。 

①研究チーム OJT…３名のミドルリーダーを中心に３チーム編成 

②ミニ講習会…教頭，校務分掌主任 

③学年会…学年主任 

④教科部会…教科主任 

○ 教職員が希望する研修内容をアンケートで調査し，計画作成に生かす。 

○ 風通しの良い，学び合う人間関係づくりを目指す。 

     

 

 

 

○ 年間計画一覧表を作成し，年度初めに 

提示する。 

○ 教職員一人一人が，いずれかの OJT の 

場で，授業者や講師，司会等の役割を 

経験するように計画し，互いの持ち味 

を生かした学び合いを進める。 

○ OJT 実施後は，学びを各自の日常実践 

に生かすために，学び合いカードを記 

入する。 

○ OJT 教育活動振り返りシートを活用し 

て，自身の教育活動を可視化し，目標と評価の一体化を意識する。 

   

 

学び合いの意識化 

 

１ 本校の OJT 
 

ファシリテーターの働きかけ  


